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研究成果の概要（和文）： 

この研究を通じて、BRIC の移民が移民先によって社会統合のメカニズムが異なること

を明らかにした。特にエスニック・グループの連帯と移民先の社会統合と逆相関を持つこ

とが非移民国家のイギリスと日本の調査結果から見られた。また、BRIC 移民の帰属に関わ

る精神構造に対して量的解析結果を得られた。出身国と移民先国に対する愛着程度により、

BRIC の新移民に対する類型化をした結果、両方とも愛着する Double Allegiance の類型に

最も多く、全体の 40.7％を占めている。その中、ブラジル移民が最も多く、次いで、イン

ド、ロシア、中国の順で続いている。Double Allegiance の類型にロシアと中国の移民が

比較的少ないことに対して、出身国と移民先国の社会体制の異なりが移民の帰属意識に対

して大きな影響を与えることが明らかになった。このような結果は、移民によるイノベー

ションの移転をサポートする帰属感に関わる精神的構造の解明につながり、冷戦終焉以降

国際新移民に関する研究に大きく貢献できる。 

 

研究成果の概要（英文）： 
It is clarified that the mechanism of social integration of immigration from BRIC 

is quite different from countries. The solidarity of an ethnic group shows negative 

correlation with the immigrants’ integration to the settle down society. 

Moreover, the quantitative analysis results support the mental structure relating 

the allegiance towards the origin countries and immigrating countries  

According to the allegiance grade to the origin and the immigration country, the 

data shows that the type of Double Allegiance which means have allegiance both come 

to top of 40.7%, among which, the immigrants from Brazil comes top followed by the 

immigrants from India, Russia, China. This shows the difference of the political 

system between the origin and the immigration country influence immigrants greatly 

on their mental structure relating the allegiance towards both the origin countries 

and immigrating countries. This finding can contribute to the research on the 

international migrants after the cold war. 
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１．研究開始当初の背景 

(1) 経済グローバル化の急速な進行に伴

い、新興国は近年経済の高度成長を遂げた

と同時に、様々な領域で世界との協働が進

んでいる。BRICs 諸国は様々な分野で、国

際舞台への進出が加速していると予測して

いる。BRICs の諸国のあり方は 21 世紀の世

界構図の再構築に大きな影響を与えること

に違いないが、政治体制において BRICs 諸

国には不確実な要素が多く潜んでいる。 

一方、グローバル化の進行に伴い、多民

族国家の構築は世界の流れとなっている。

地球人口の半数以上抱える BRIC 諸国は先

進国に多くの移民を送り出している。本研

究は BRIC の新移民に着目して、彼らの海外

社会での適応と統合のプロセスを明らかに

する上で、多民族国家のあり方、また、個々

の移民の身に着けたイノベーションを出身

国へフィードバークし、BRIC と世界との政

治的、経済の協働に対する影響を明らかに

することが求められている。 

(2) 本課題の研究代表者である陳立行

は 2004 年まで、イノベーション移転の視点

から外国人労働者の研究を行い、その研究

成果が注目され、2008 年、イギリスの

London school of Economic and Political 

Sciences （ LSE ） の Prof.Stephan と

Dr.Chang から、アメリカ、オーストラリア、

中国、ドイツ、ロシア、の５カ国の学者に

関わる「海外中国比較研究ネットワーク」

CCPN （ The China in Comparative 

Perspective Network と共同して、比較研

究プロジェクトを発足することを呼びかけ

られた。陳は国連地域開発センター時代か

ら、長年海外調査研究を継続し、BRICs 諸

国に多くの研究協力関係者の人脈を有して

いる。これらのネットワークを活かして、

移住先の先進国だけではなく、新移民の出

身国と移住国との間の働きに関わる研究を

進めていこうと考案した。 

 
２．研究の目的 

(1) 移民をイノベーションの carrier と

する視点から移民の出身国と移住国との政

治的、経済的協働に対する役割を明らかに

する。ここでは、イノベーションについて

は二つのカテゴリーに分けて認識できる。

一つは生産過程における先進的な技術、技

能とノウハウでもう一つは資源の動員と管

理、異なった文化と価値及び社会体制と考

えられる。 

(2) イノベーションの移転は移住先社会

と送り出す社会でのインプットとアウトプ

ットとの循環が不可欠である。その循環の
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達成の可能性が送り出す国と受け入れ国の

社会政策、社会環境によって異なり、個人

の素質によっても異なる。つまり移民の受

け入れ国と送り出す国において、イノベー

ション移転に関わる個人と社会との相互作

用のプロセスの究明を目的としている。 

 

３．研究の方法 

(1) 立案の段階からの共同作業。この研

究プロジェクトを実施するために、海外の

研究拠点としての LSE のほか、複数の大学

や研究機関から多様な人材を集めようと考

えたため、LSE の研究コーディネーターと

役割調整、研究内容、段取り、成果の公表

などについて最初からはっきりと話し合い、

途中の研究成果についても、いつ、どの程

度の内容を公開するかに関して常に情報を

交流しながら進めていくことを約束した。 

(2) プロジェクトの HP を通じて若手研

究協力者を公募することを試みた。その結

果、38 人の応募者があり、その中から 6人

を選出した。6 人の中には大学の若手教員

が 2人、Cambridge、Oxford、LSE の博士課

程大学院生が各１人、ロンドンの法律事務

所の司法修習生が 1人含まれている。国籍

はロシア、オーストラリア、カナダ、シン

ガポール、ブラジル、香港である。彼らに

はこれまで BRIC の移民に対する研究蓄積

があり、鮮明な問題意識をもち、国際学術

研究に参加する意欲が非常に高い。 

（3）出身国に帰国した移民に対するイン

タビュー調査の工夫。中国の場合は研究代

表者が長年蓄積したネットワークを通じて、

帰国した人が集まるイベントや行事に合わ

せて対面調査を行った。ブラジルに帰る日

系人に対しては、県人会の協力を得て調査

ができた。インドとロシアの帰国移民に対

しては、インターネットを通じて調査対象

を 探 す こ と を 決 め た 。 Cambridge 大

学,Oxford 大学、LSE,など大学の OB 同窓会

と接触し、そこからインドとロシア人留学

生 OB のメーリングリストの管理者に対し

て本研究の趣旨を説明することで、インタ

ーネットを通じてインタビュー調査の協力

者への呼びかけを可能にした。約 300 人か

ら 18 人が協力できるという回答を得られ、

インタビュー調査を実施した。 

（4）インターネットを通じてのアンケー

ト調査の実施。LSE（London School of 

Economics and Politics）の調査サイトを

利用して、アンケート調査を実施し、636

のアクセス回答を得られた。出身国別には、

ブラジルから181人28.5%、ロシアから 158

人 24.8％、インドから 122 人 19.2％、中

国から 175 人 27.5%となっている。移住国

別には、イギリスから 141 人 22.2％、アメ

リカから 107 人 16.8％、オーストラリアか

ら 161 人 25.3％、日本から 227 人 35.7％と

なっている。本調査では情報機器を駆使で

きる新移民の特質に対して、これまでのラ

ンダム抽出の方法と異なり、ネット上のコ

ミュニティを母集団にして、インフォーメ

ントは自らアクセス回答してくれる調査手

法を試みた。これは、情報社会における社

会調査の方法論に対する新しい挑戦となっ

た。 

 
４．研究成果 

(1) 聞き取り調査結果 

受け入れ国として、移民国家ではない

イギリスと日本のエスニック・グループの

あり方とその社会統合に与えた影響が異な

っていることが分かった。イギリスでは

China Town のネットワークは中国人コミュ

ニティの連帯に役立つが、現地社会との統

合にマイナス影響を与える。これに対して、

ロシア移民は教会を通じて精神的連帯感を
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持ちながら、よりスムーズにイギリスの社

会と統合することが見られた。日本では、

飲食職業以外の中国人新移民は China Town

との関連が弱く、日本社会への統合が進ん

でいると見られている。一方、ブラジル人

移民はレジャー活動以外、就職や子供の教

育などについて、エスニック・グループ内

部の相互支援のネットワークが強く機能し

ているため、エスニック・グループとして

日本社会との距離が見られる。インド人移

民は、子供のため英語の学校が設立され、

学校はインド人の接点として機能している

が、インド人のエスニック・グループがま

だ出来ていない状態である。 

また移民の出身国へ還流の実態に関し

ては、ロシアでは海外学位認定制度、イン

ドではカースト制度がハイレベルな移民の

還流を阻むことに対して、中国では政府が

主導するインキュベーターや帰国者に対す

るさまざまな優遇政策は移民の還流を促進

することが分かった。 

(2)アンケート調査解析結果  

アンケート調査結果に対する解析から、

移民先での適応の事態、問題点、出身国と

の繋がりの実態など多くの結果が得られ、

個々の論文にそれぞれ詳しく論じた。ここ

では、これまで無かった BRIC 移民の精神構

造に関わる量的解析結果を得られたことは

今後の国際移民研究に大きく貢献できる。 

出身国と移民先国に対する愛着程度によ

り、BRICｓの新移民に対する類型化を行っ

た 結 果 、 両 方 と も 愛 着 す る Double 

Allegiance の類型が移民全体に最も多く、

40.7％まで占めている。その中、ブラジル

移民が最も多く、続いて、インド、ロシア

で、中国の移民が最も少ないことが分かっ

た。このような結果から、移民によるイノ

ベーションの移転をサポートする移民の精

神的構造の解明につながる。また、Double 

Allegiance の類型にロシアと中国の移民

が比較的に少ないことに対して、社会体制

の移民の帰属意識に対する影響が明らかに

された。 

図 BRIC 移民の Double Allegiance の分布 

 
移民先国に対する満足度 

高い 

高い 
出身国に帰る意欲 
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